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 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

福利施設費 ○ 昭和44年度 40 2 ○ 21,045 0 4 21,041 ○ ○ ○ 0

安全衛生費 ○ 昭和47年度 37 2 ○ 68,700 0 0 68,700 ○ ○ ○ ○ △ 4,301

2 1 1 0 4 2 0 89,745 0 4 89,741 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 △ 4,301

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

福井元気宣言の位置付け

平成
21年度
予算額

 財源内訳同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

活動指標1結果分類 活動指標2結果分類

経過
年数

事業区分 事務区分 成果指標1結果分類 成果指標2結果分類

一般会計

平成22年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）事務管理課

会計区分

課・室名

事            業           名
事業
開始
年度



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 福利・健康づくり Ｇ
2 □ □ ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 40 年 □

 １８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

58,815 52,613 30,000 54,160

106,036 89,864 65,942 59,634

106,036 88,844 65,942 53,802

641 683 671 684

69,427 69,324 63,915 65,374

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

　複雑多様化する社会・経済情勢のもと、円滑な行政運営を担う職員が、心身ともに健康で公務に専念できるよう、職員のニーズにあった福利厚生事業を推進するための助成
　　福井県職員互助会補助金（19年度末で廃止）
　　地方職員共済組合償還金補助金
    福井県職員会館経営委託（22年度末で廃止）

[予算額および指標の推移等]

国　庫

県　単

その他

21,045

21,045

［事業内容］

[事業目的]

　地方公務員法第４２条の規定に基づく職員の福利厚生事業を推進するため、県職員会館および水仙荘に対し、運営費等の助成を行う。

事　業
開　始
年　度

〕　　　＝　　　〔

Ⅲ

Ⅲ

2.2%

職員会館（利用者数）・水仙荘（宿泊者数）

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し

見　直　し　額

□

計 画 の 達 成 状 況

指標

そ の 他廃　　止

□

□

完　　了

△1.9%

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 事務管理課

事      業      名

法定受託事務

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

昭和44年度

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

□

■

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

△8.5%

△17.2%

△20.1%

平均伸び率２２年度

21,045

事業効果

の推移 施設の利用実績数成果

施設の営業日数

指標

21,045

平成22年度より民間に経営委託を行なった水仙荘については、初年度ということもあり例年より利
用客が減となったため、今後引続き特別企画を行なう等魅力ある施設として利用客増を図る

職員会館については平成22年度をもって閉館した。
水仙荘については引続き、特別企画を行なう等魅力ある施設として利用客増を図る。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

4

21,041

区　　　　　　分

活動

評価に基

づく今後

の 対 応

・互助会への補助金については、平成17年度に事業内容、運営について見直しを
行い、平成19年度で廃止。
・水仙荘への補助金については、平成22年度より民間へ経営委託したため、運営
費への補助については平成21年度末で廃止。
・職員会館への補助については平成21年度末で廃止し、平成22年度より福井県
職員互助会へ経営委託し、運営経費については営業収益のほか、職員互助会か
らの繰入金を充てることとした。
・平成22年度をもって職員会館を閉館。

福利施設費 含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 福利・健康づくり Ｇ
2 □ ■ ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 37 年 □

 １８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

47,138 46,775 78,372 77,195

45,568 44,962 70,551 68,067

44,947 43,851 69,959 66,781

3,559 3,588 3,537 3,472

94.3% 93.7% 91.2% 95.5%

46 49 45 52

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

68,700

区　　　　　　分

活動

事業効果

68,700

平成１５年度　・ＶＤＴ作業従事者定期健康診断の実施
　　　　　　　　　･長時間超過勤務職員に対する保健指導
平成１６年度　・前立腺ガン検診の実施
平成１７年度　・胸部エックス線検査の実施　・マンモグラフイーの実施
平成１８年度　・人間ドック負担割合の見直し 平成１９年度 ・PETがん検診の廃止
平成２０年度　・健康管理事業の整理統合

評価に基

づく今後

の 対 応

見　直　し　額 △ 4,301

検診受診者数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移

受診率

入院者数成果

17.4%

17.5%

平均伸び率

（単位：千円）

結果分類

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

県外事務所受診者含む

■

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

昭和47年度

13.6%

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 事務管理課

事　業
開　始
年　度

安全衛生費

終期の見直し
　生活習慣病検診および人間ドック受診率の向上と事後指導の充実。
　長時間超過勤務職員に対する保健指導については受診勧奨を徹底したため改善。

指標

完　　了□□ □

□

計 画 の 達 成 状 況

□

□拡　　充

継　　続

一　般　財　源

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

  職員のメンタルヘルス対策の充実のため、23年度よりメンタルケア専門員を配置し、病気休暇・
休職中の職員が円滑に職場復帰出来るよう支援していきたい。

国　　　　　庫

その他特定財源

△0.8% Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

0.5%

4.6%

　　　　　　〃

千　円

整理統合□ そ の 他廃　　止

国　庫

県　単

その他

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

２２年度

68,700

68,700

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

地方公務員法第４２条の規定に基づく職員の福利厚生事業の推進および労働安全衛生法に基づき職員の健康を確保し、快適な職場環境を形成する。

疾病予防と健康の保持増進のため、以下の事業を実施する
　・生活習慣病等検診
　・ＶＤＴ作業者定期健康診断
　・指定年齢ドック（40.45.48.50.53.55.58才）、希望ドック（一泊二日、日帰り）、脳ドック等の実施
　・メンタルヘルスカウンセリング
　・長時間超過勤務職員に対する保健指導
　・心身リフレッシュ教室、各種健康セミナー等の実施

[予算額および指標の推移等]
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